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月
七
日

義
人
福
祉
大
会
は
十

報………
盛………

オ…ブンも間近い“お年寄りのいこいの湯"場人橋松センター「つつじ君主」

世
傷
玄
ム
T
般
教
師
舞
台
付
大
広
岡
問

n
h
b
年
寄
り
に
い
こ
い
の
時
鳴
を
。
と
中
僚
は
老
人
総

社
セ
ン
タ
ー
「
つ
つ
じ
許
認
L

の
縫
殺
を
急
い
で
い
ま

し
た
が
、
つ
い
に
十
一
月
二
日
落
成
、
十
一
月
十
八

日
オ

i
プ
ン
と
決
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
捻
訟
は
、
衛
首
都
す
ザ

i
ズ
ホ
ー
ム
が
併
設
き

れ
て
h

ね
り
、
心
身
篠
山
審
問
ぬ
の
機
能
閥
復
訓
練
や
剖
相
談

も
お
受
け
し
ま
す
。

本
年
は
、
一
線
仰
向
の
乏
人
…
備
校
大
会
が
経
織
さ
れ
、

お
年
寄
守
の
み
な
さ
ん
に
は
ご
迷
絡
を
お
か
け
し
ま

し
た
が
、
こ
め
つ
つ
じ
洛
の
宛
出
掛
を
緩
い
、
み
ん
な

で
務
ぴ
を
分
ち
会
う
た
め
に
、
恋
人
一
線
札
拡
大
会
・
紋

務
の
つ
ど
い
を
行
な
い
ま
す
。

つ
っ
と
務
は
、
大
中
広
間
を
は
じ
め
、
教
養
護
、
娯

楽
総
数
が
ご
夕
、
い
ま
す
の
で
ゆ
っ
く
号
と
い
こ
い
の

ひ
と
と
き
を
お
漁
し
〈
だ
き
い
。

ま
た
、
送
迎
に
は
パ
ス
を
遂
行
し
送
人
の
日
比
と
い

た
し
ま
す
。

施
設
を
有
意
幾
に
活
用
し
、
照
明
る
く
健
臨
棋
に
い
つ

ま
で
も
愛
生
き
し
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。

(
関
晴
雄
知
州
事
一
一
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明『彦

弘田

人福祉大会(77麟上)

v-発行事主語丹 1S . 16日

は11~ 11 日 ~15日まで

敬
老
説
金
は
今
年
か
ら

刀
議
比
な
ら
れ
た
方
へ

殺
人
制
陥
札
拡
大
会
は
、
多
与
に

わ
た
り
技
会
内
総
般
に
賞
品
臥
な

き
れ
た
み
な
き
ま
方
を
と
仰
捕
時
押

し
、
そ
の
健
康
と
長
寿
を
後
…
織

し
今
後
と
も
意
義
あ
る
人
生
を

時
開
立
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
関

儀
さ
れ
る
も
の
で
す
。

市
叩
は
、
お
年
寄
ワ
の
み
な
呑

ん
が
、
肉
同
ら
の
生
活
内
向
上
に

努
め
る
慾
時
軌
を
務
め
る
た
め
に

穏
々
の
施
策
を
談
じ
て
ま
い
号

命
小
金

'a
と
か
く
弱
い
定
場
に
お
か
れ

が
ち
な
い
初
年
繰
り
の
方
々
は
、

人
擦
が
議
ら
れ
、
融
関
緩
和
、
附
明
る

い
む
即
時
を
お
返
し
い
た
ど
き
た

い
も
の
で
す
。

私
途
も
あ
た
た
か
い
思
い
や

り
を
も
っ
て
悼
惜
し
ま
し
ょ
う
。

例
年
九
沼
十
五
日
的
歓
送
め

日
に
行
な
わ
れ
て
ま
い
れ
ソ
ま
し

た
老
人
一
綴
銃
火
金
川
陣
、
老
人
一
強

栓
セ
ン
タ
ー
「
つ
つ
ヒ
緩
い
の

内
乱
品
叫
に
仰
げ
い
、
総
を
か
え
て
次

の
と
お
守
問
問
機
い
た
し
ま
す
る

本
与
は
、
例
年
主
総
拘
な
り
、

単
品
入
機
社
拡
大
会
を
七
十
七
地
柄
〈

糊
判
泳
三
十
年
ゑ
)
以
上
司
老
人

の
方
々
を
対
象
に
、
来
る
十
一

月
七
日
恋
人
議
後
セ
ン
タ
ー
寸

つ
っ
と
蕊
い
に
お
い
て
問
問
縫
い

た
し
ま
す
a

六
十
近
地
問
以

t
七
十
六
歳
以

下
の
み
な
き
ん
は
、
仙
地
夜
一
筋
に

十
一
局
丹
十
一
日
か
ら
災
曽
阪
に

わ
た
っ
て
敬
老
の
集
い
を
寸
つ

っ
と
淡
い
で
行
な
い
ま
す
。

曹
老
人
樋
祉
大
会

統
砧
附
・
表
彰
・
敬
意
総
会
的

支
給
な
ど
敬
老
式
典
主
跡
地
震

有
識
に
よ
る
淡
淡
“

@
敬
老
級
金

い
ま
ま
で
八
十
裁
に
な
ら
れ

た
だ
に
支
給
し
て
い
ま
し
た

が
、
今
尊
か
ら
七
十
七
歳
に

な
ら
れ
た
労
仁
会
…
万
肉
を

支
給
い
た
し
ま
す

Q

V
敬
織
の
鋭
い

市
長
・
液
凝
人
智
綿
綿
授
の
銭
繍
廿

や
地
一
死
中
夜
中
品
じ
よ
る
淡
議
。

つ
っ
と
荘
内
大
作
品
回
開
で
閥
開

削
撒
い
た
し
ま
す
が
人
数
的
関

係
上
、
七
十
七
地
燃
料
品
上
の
方

と
ご
一
緒
に
お
療
で
器
ま
せ

ん
が
、
一
設
オ
ー
ブ
ン
劫
別
に

縦
開
先
的
に
ご
都
知
伸
甘
い
た
L
ま

す
の
で
ぷ
す
象
く
だ
さ
い
。

曹
招
待
状

地
一
耳
打
開
民
生
委
員
丹
中
々
が
耐
熱

緩
み
な
さ
ん
に
お
綴
け
し
ま

す
の
で
お
欠
的
労
相
献
を
民
生

委
員
の
方
に
級
品
糊
し
て
く
ど

き
い
e

wv
瑚
鵬
別
刷
の
パ
ス

部
制
待
状
い
料
開
問
絞
め
遂
行
計
画

に
そ
っ
て
一
専
務
パ
ス
が
後
復

し
ま
す
。

ご
昨
日
分
で
直
接
会
議
に
こ

ら
れ
で
も
給
機
で
す
a

V
そ
の
総

会
場
で
記
念
品
を
さ
し
あ
げ

いつまでもお先気でね……華字重手の者人干高松大会

ま
す
.
昼
食
・
茶
楽
な
ど
も

闘
用
緩
い
た
し
ま
す
e

調
制
印
式
的
場
合
法
、
一
向
呉
に

住
所
・
氏
名
を
お
ふ
お
れ
な
く

G

-常盤・絡?・斡
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住
同

J
一点い

“

fJ山
都

lta!
ん
ア
ふ
泌
氏

上
長
船

勺

i
J
L
1
崎
市

け
が
醐

ル一事
十
点
一
知

『

rtf

一

で

L
け

J
1
1
i
占

M

E
バ
ペ
」
町
四

川
パ
い

bw

十
ゃ
い
唱

待
望
の
老
人
一
福
祉
直
セ
ン
タ
ー

、
つ
つ
じ
務
」
が
完
成
し
、
来

る
十
‘
H

月ゅ…
uu
に
晴
間
成
式
を
行

主

L
ま
す

つ
つ
七
荘
は
、
お
年
怒
号
め

み
な
さ
ん
丹
生
活
を
鑓
出
掛
で
削
明

る
く
す
る
た
め
に
い
ろ
い
ろ
な

ご
怒
談
の
お
制
相
手
金
上
た
り
、

帥
間
協
棋
の
増
進
、
教
畿
の
向
上
、

レ
夕
刊
'
£
!
シ
ョ
ン
な
ど
好
機

的
事
殺
を
行
な
う
議
設
で
す
。

ま
た
こ
の
総
数
に
は
輪
開
お
マ

ザ
ー
ズ
ホ
ー
ム
が
併
殺
害
れ
て

お
ワ
心
身
控
室
百
児
の
昌
特
徴
停
車
治

に
お
叫
り
る
動
作
的
機
錨
地
図
復
談

終
を
し
た
号
、
判
制
緩
め
お
相
手

を
い
た
し
ま
す
。

こ
の
簡
易
?
ザ

i
ズ
ホ

l
ム

H
M

燃
下
ぞ
十
議
関
口
約
施
設
で
す
。

つ
っ
と
情
棋
の
判
明
絞
め
手
続
き

は
次
の
と
お
守
で
す
。
わ
仰
向
同
組
慨

に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

V
申
込
品
地
問

つ
っ
と
務
的
機
械
明
笈
へ

(
電
翁
番
号
N
H
謝
判
官
松
公
浴
〉
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(3) 

農
機
ま
つ
り
十
一
月
九
日
j

十
一
日

49. 10. 16 

骨
叩
仲
民
総
愉
削
土
抽
地
区
…
閥
枇
且
瑚
哩
四
組

合
同
悼
、
十
晃
三
十
一
日
午
後
二

時
吋
か
ら
組
合
世
帯
務
所
に
お
い
て

深
繍
織
の
終
分
を
行
い
ま
す
。

V
A官
僚
の
方
法

処
分
は
一
絞
め
附
悼
法
出
向
の
ふ
ム

協
に
つ
い
て
、
砧
蛸
滋
的
方
訟
で

行
な
い
ま
す
。

軍
申
込
資
輸
柑

開
問
受
希
望
者
は
、
一
一
線
衡
に

つ
き
二
十
万
m
門
的
申
込
み
金
を

持
参
す
れ
ば
総
労
も
申
込
み
で

き
ま
す
。
〈
廿
抽
選
的
機
会
二
十

万
問
は
お
返
し
欽
し
ま
す
。
〉

V
輿
約
的
締
結

晶
一
滋
さ
れ
た
お
は
、
・
申
山
総
花

賞
契
約
を
五
語
以
内
に
締
結
し
、

発
瞬
間
憾
抽
情
的
一
一
制
闘
を
契
約
金
と

し
て
納
入
し
て
い
た
絞
き
ま
す
。

V
機
糞
代
金
持
品
開
入

幅珊曹

&掴"(} 議事

昨年出費量産物展示会場…第 1小学校議さま

「
我
孫
子
市
農
業
ま
つ
ワ
L

は
、
中
市
内
で
つ
く
ら
れ
た
農
家

緩
絡
を
用
紙
治
し
、
市
誌
の
み
な

さ
ん
に
、
後
孫
子
中
市
内
農
業
を

広
〈
綴
っ
て
い
た
だ
く
例
制
約
で
、

今
年
も
‘
寸
一
月
九
日
か
ら
十

一
自
ま
で
、
然
一
小
学
校
畿
支

に
わ
お
い
て
問
問
縫
い
た
し
ま
す
令

隅
明
示
誌
を
町
し
ど
し
い
品
寄
せ

下
さ
い
。

v
+
一
珂
九
臨
時
(
土
)

。
午
前
九
時
か
ら
十
一
…
昨
吋
ま
明
、

出
品
物
め
受
付

。
午
後
一
時
か
ら
五
臨
時
ま
で
、

山
山
品
物
的
審
査

v
i
T
叩

ω
月
十
百
円
隠
)

。
午
前
九
時
吋
か
ら
午
後
ぷ
待
ま

で
、
山
山
口
師
物
向
後
一
耶
と
滋
山
内

四
区
ク
…
ァ
ブ
に
よ
る
純
粋
売
会

。
午
後
一
持
か
ら
醜
紙
業
経
営
と

税
関
問
題
に
つ
い
て
議
淡
(
福

祉
セ
ン
タ

i
〉

V
十
一

-m十
一
門
員
(
月
)

。
午
前
九
時
か
ら
十
二
時
吋
ま
ぞ

山
山
口
開
牧
師
郎
発
予
約

。
午
前
九
時
吋
か
ら
午
後
五
時
ま

で
m問
H
H

ク
予

γ
特
売
会

。
午
後
…
叫
吋
か
ら
五
時
ま
で
授

紫
式
、
予
約
ぬ
拙
ほ
し

計
量
器
の
定
期
検
査

wv
定
期
検
資

付
口
開
慨
は
、
別
表
的
と
お
り
。

当
呂
持
参
す
る
も
の
は
、
ハ

ヵ
り
‘
同
州
策
‘
齢
制
霊
碑
荷
協
機
資
表

〈
一
事
前
線
盛
時
吋
に
隊
和
叩
)
で
、

位
相
官
就
終
は
、
二
闘
に
つ
き
…
一
一
十

ね
か
ら

UAwmぐ
ら
い
で
す

6

計
量
欝
技
大
会

計
数
政
絞
殺
の
技
術
向
上
と

計
震
取
引
的
安
全
…
を
総
保
す
る

た
め
も
日
常
刊
行
な
っ
て
い
る
設

愛
動
作
者
鏡
、
ヲ
齢
制
緩
ま
つ
り
ま

開
き
ま
す
の
で
、
ふ
る
っ
て
ご

参
加
く
だ
き
い
。

軍
盟
副
幽
叫
今
…
同
月
十
五
務
総
午

前
十
帥
吋

瞥

V

岨
暗
躍
問
中
小
A

就
業
会
総
五
段

(
千
総
務
千
薬
品
問
削
悶
)

V
出
附
込
鈎
踊
W

十
ロ
月
二
十
米
自

V
九
月
一
一
十
目
、
議
役
所
窓
生
マ
由
申
込
場
所
経
筑
後
最
ハ
課

湘
略
的
窓
口
仁
、
二
人
的
資
制
T

(

出
申
込
湾
紙
が
お
り
ま
す
。
)

が
現
わ
れ
、
「
水
終
を
受
け
マ
参
抜
剣
無
料

た
パ
ン
グ
ラ
ヂ
シ
ュ
の
子
ど

V
移
扱
方
法
当
日
目
九
時
吋
一
一
一
十

も
た
ち
に
お
げ
て
く
だ
さ
い
い
分
ま
守
に
会
場
へ
〈
参
加
謝
殺

と
関
子
m
門
人
守
め
袋
を
、
援
に
改
め
て
浅
絡
し
ま
せ
ん
a)

い
て
ゆ
き
ま
し
た
。
袋
の
幾
〈
わ
し
く
は
、
淡
滋
媛
興
線

に
は
も
問
中
、
川
上
と
泌
さ
へ
お
問
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

れ
て
い
ま
し
た
。

殺
は
、
器
本
赤
十
手
チ
楽

祭
支
務
者
過
し
て
、
議
帥
池
町

子
ど
も
た
ち
に
時
掛
け
ま
す
a

v星
野
み
ど
り
き
ん
{
東
京
朝
抑

制
料
機
区
板
織
間
関

i
七
j
十

二

か
ら
一
徽
札
慌
に
と
、
一
一
一
万
m
門的

努
品
川
が
あ
り
ま
し
た
。

一
様
数
事
業
に
つ
か
わ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
物

V
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
か
ら
身

体
脇
陣
害
者
関
係
に
と
一
一
万
円

内
務
付
が
あ
り
ま
し
た
。

有
効
に
つ
か
わ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

商
関
市
出
・
響
楽
所
を
対
象
と
し

た
渋
紙
撤
怒
(
ハ
カ
リ
)
丹
波
制
期

検
査
を
行
な
い
ま
す
.

務
処
て
ハ
カ
リ
め
正
し
い
計

数
巡
間
出
榔
畑
捕
時
も
行
な
い
ま
す
の

で
‘
ご
協
力
お
緩
い
し
ま
す
。

V
齢
制
貴
巡
綴
織
導

切
削
紘
親
会
に
よ
る
機
導
は
十
一

例
丹
十
開
聞
と
十
五
日

V
噛
暢
齢
制
翻
査

取
引
き
銃
砲
に
油
開
削
期
さ
れ
て

い
る
針
魁
融
制
揮
を
対
象
に
、
中
市
殺

到
が

f
n月
十
五
日
か
ら
十
一
月

十
五
日
ま
で
欄
例
議
に
お
気
い
い

だ
し
ま
す
。

保留滋処骨一覧繁務
所
後
務
八
九
|
一
一
八
三
郎
幾

〈
お
佐
一
一
八
一

c
c…
一
〉
へ
ご

連
絡
〈
だ
さ
い
@

布
佐
駅
前
土
地
箆
画

監
盟
事
業
は
下
水
管

布
設
工
事
待
問
を
延

長
し
ま
す

災
時
開
ツ
ナ
中
期
命
叩
ル
脱
税
前
夜
…
部
間

前
説
理
事
業
は
、
現
在

F
水
道
管

内
容
総
工
事
を
行
っ
て
お
号
ま

す。
不
戦
臨
時
限
は
‘
午
前
七
時
吋
か

ら
午
後
六
時
吋
ま
で
で
す
が
、
工

事
の
ヱ
判
世
上
午
後
八
時
時
雨
明
ま
で

銭
円
甘
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

柏
崎
ベ
応
住
民
の
ご
理
解
と
、
ご

協
力
を
お
戦
い
し
ま
令
。

一7

曲
胞
か
な
く
ら
し
左
往
み
よ

い
技
会
を
つ
く
る
郵
後
貯
金
奨

時
間
運
動
t

が
十
月
一
良
か
ら
ぷ

十
一
日
ま
で
行
な
わ
れ
て
い
ま

す合
み
な
さ
ん
の
貯
金
が
、
未
来

の
生
日
簡
を
畿
か
に
し
、
閉
関
を
溺

と
て
生
活
環
機
的
経
雄
捕
に
由
附
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

議
制
限
世
町
会
で
、
墾
か
な
仲
間
み

よ
い
綜
を
つ
〈
号
ま
し
土
う
。

警鍵事翠日査検期定
児
童
手
当
は

問、

0
0
0円
に
増
額

間
ル
童
子
山
一
一
的
支
給
蛸
酬
が
増
額

さ
れ
ま
す
ゐ

wv
受
裕
資
抽
鴨

山
山
十
八
議
未
践
的
関
川
家
を
一
一
…
人

以
上
樟
提
出
問
i
て
h

ね
守
.
そ
丹

う
た
一
人
以
上
が
、
義
務
齢
制

世
間
終
了
筋
肉
兎
議
議
会
訟

を
本
殺
す
る
ま
で
の
児
家
〉

で
あ
る
こ
と
。

M
W
前
畑
中
的
絞
入
が
、
一
定
的
綴

「
た
と
え
ば
、
扶
縫
い
親
族
が

AFn.
が

使

用

禁

止

食
品
添
奴
物
A
U
H
(
ア
ク
リ

ル
駿
ア
ミ
ド
}
の
使
紛
が
禁
止

き
れ
ま
し
た
。
食
料
品
は
、
嶋
村

に
、
次
的
点
に
注
窓

t
て
食
べ

L

ま
'
い
よ
・
ヲ
。

@
食
肉
帯
魚
肉
お

q
削
澗
線
開
・
立

援
な
ど
は
、
十
淡
以
下
件
、
後

存
し
て
下
さ
い
。

@
一
双
昨
刷
会
ど
は
、
そ
の
宮
内
い
食

ベ
て
下
き
い
。

@

ぷ
w
必
殺
端
関
税
使
用
」
率
的

表
示
の
あ
る
も
の
は
、

A
耳

が
入
っ
て
い
な
い
か
ど
う
か

を
確
か
め
て
実
っ
て
下
き
い
。

(
総
保
健
福
刑
}

五
人
的
機
会
一
一
一
コ
ニ
方
向
ん

に
品
開
た
な
い
こ
と
。

V
支
給
蝉
開

問
九
議
手
当
的
支
給
は
、
一
テ

以
上
的
問
川
棄
の
う
ち
‘
出
生

殺
に
数
え
て
ぶ
人
目
以
後
℃

あ
る
@
線
務
教
湾
総
了
蔚
の

嗣
見
掛
盛
一
人
に
つ
き
、
十
汚
か

ら
図
千
%
に
な
号
ま
す
。

冒

v
曲
甲
幽
開
手
続
出
州
総
と
深
級
事
告

名
儀
め
畿
通
僚
会
的
遜
紹
棋
を

終
っ
て
、
市
役
所
厚
生
総
か

奇
支
所
に
申
請
し
て
下
さ
い
。

(
厚
ゑ
潮
岬
〉

秋
祭
的
も
と
、
由
同
分
的
綬
歩

タ
イ
ム
を
は
か
ヮ
て
み
ま
せ
ん

yAW 
f
 

V
悶
臨
時
十
…
汚
…
一
一
区
〈
日
〉

午
前
九
時
吋
(
小
約
淡
行
V

wv
岨
明
諸
問
中
働
党
公
民
館
鮒
削

V
箆
灘
約
十
キ
口

V
ゐ

Y
明

7
ス

小

竃
4

中
・
官
閥
的
拭
・

一
日
賦
・
各
自
国
市
財
務
総

V
臨
棚
畿
運
勤
務
・
逐
品
開
靴

w'
持
ち
物
弁
滋
・
水
筒
・
十
附

闘
尚
一
教
育
黍
闘
開
会
)

発揮作業員を

募集します

第
四
時
保
留
地
鶏
分

有
佐
釈
前
土
地
区
菌
襲
盟
地

売
演
代
金
位
、
土
地
端
売
紫
契

約
締
絞
め
日
か
ら
三
十
自
以
内

に
、
金
制
制
柚
納
入
し
て
く
だ
さ
い
時

V
袋
一
滋
申
込
釘

摘
滋
詩
的
曲
師
門
口
〈
刊
日
酬
輔
自
及

太
閤
端
自
の
午
後
は
酔
聞
く
〉
ま
で

布
佐
奴
的
削
土
拙
地
区
一
関
前
蹴
理
組
合

中
事
務
所
で
受
付
げ
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
我
孫
子
士
市
布

佼
総
務
土
地
箆
繍
整
怒
総
会
事

J
F、
ミ
〆
し

、、、グ、
v

d
グ

げ

X
Xツ
一
》
パ

轟

ハ

γ
訳、
L
J

、iiE

抽ヤ

'
9人、人
f
a

総
n

，

捌
帯

惨10月の納税 4
持政指犠

人権擁謹額糠
mi立、苦主総長島区で、謀説文書寺代

の{主主号絞め発主題作業をす子ってい

ます。考古学や文化対lこ輿意表を

持つ方i立、この爾後!こ参加して

交i麗事故・土総弱震基・言宗躍進関緩など

市民税・県民組の

第三期分て。す。

お
叩
?

と
開
聞

の
利

次

ご

は

で

絞

め
徴
す

緩
ま

あ
い

の
，
な

月
刊
行

今

り

ム
H

心音るごとがSうつましたら、こめ機会に

ぜひご給自主ください砂護者用l土無料て:--to

みませんか。

合 言語孫 子ミヱ台~tl期

1< 翼塁間 lHlヨ在日まで

苦言 質会 1 B 3，000問
※教育委員会主主会教軍事言葉

(82) 1151 (内線) 293 

きい。

世話 回監事 10月31絞件。

全F自若9時30分~午後41場 1< 罰時 1註月251ヨ{食)

午線10~寺~午後 3 草寺会 場獄 事耳縁寺・主語数々 ンター

役場所 i紛花台支所

947 

担軽税iま手ょたちの主主治を鳴るく

豊かにするためのi療です。
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宮 82-45γO 下ヶ戸 941
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5155 
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引
一
問
一
関 6-1 

我
孫
子
市
間
関
隠
会
的
M

M

M

昨設

で
、
昨
年
内
十
…
一
月
め
夜
間
嶋
・

終
日
か
ら
お
殴
殺
事
ム
に
み
て

も
ら
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
町
一
制
耐
胤
同
川
、
日
開
?
休
日

円
い
念
出
刊
に
な
ら
れ
た
+
々
を
診
療

す
る
も
の
ぞ
も
以
ム
掛
か
ら
具
合

が
惑
い
の
を
放
援
し
て
い
た
と

か
、
校
事
ゃ
学
校
が
休
み
だ
か

ら
と
い
っ
た
獲
由
山
に
よ
る
方
を

診
察
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
P古市開伐の

A
な
さ
ん
に
は
、
こ

の
点
を
ご
務
終
ね
が
い
、
器
削
噛

・
休
日
当
番
出
出
制
制
緩
い
を
有
効

に
ご
制
判
熔
〈
だ
き
い
。

回
調
明
か
ら
健
康
管
獲
に

心
が
け
よ
う

小
幅
〕
⑨

mw終
臨
時
時
間
関
は
、
午
前
九
時
吋
か

い
っ
午
後
五
時
吋
ま
で

③
診
療
待
機
外
的
怠
者
さ
ん
は
、

救
急
病
院
を
ご
斜
線
〈
だ
き

も
(
救
急
務
総
は
我
孫
子
市
中
換

機
溌
・
小
禽
終
段
・
ア
vh
コ

外
線
で
す
)

③
受
診
内
線
H
H

、
必
ず
保
険
絞

を
ご
持
参
〈
行
事
い
e

〈
削
開
除
問
認
を
持
参
吾
れ
な
い

と
由
民
醜
時
給
擦
に
な
り
ま
ず
〉

m
w
詰
緩
'
休
滋
抱
一
番
医
は
、
持
出

総
附
い
た
し
ま
せ
ん
冊

③
専
門
以
外
的
患
者
さ
ん
品
川
絵

擦
に
は
、
応
ヒ
ら
れ
を
い
場

合
が
為
り
ま
す
場

948 

すぐうがいと雷ったら「ただいま一つ J




